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自立語特許

現金自動取引装置

従来,現金自動取引装置として,支

払,預令,通帳印字などの基本機能に

ついての別々の装置や,これらの機能

を固定的に複合化した,いわゆるATM

が知られている｡

本発明は,例えば先行CDで運用し

て後にADを加えるように,基本機能

すなわち,図1に示すように現金取込

⑭,支払(彰,通帳印字⑳などを同一筐

体内にビルディングブロック的に着脱

可能としたものである｡これにより,

同一装置で任意の装置又は組合せが可

能となり,また必要に応じて,各機能

ごとにその音別御部,電源部,操作部な

どもこれに対応してモジュール的に着

脱することが可能となった｡例えば副

制御部㊥,⑲,⑫はそれぞれ基本機能

現金取込⑭,支払(軌 通帳印字⑳に結

合されるようになっている｡

1.特長･効果

(1)設置した当初の機能を更に拡充,

変更したいときも,その後の必要に応

じて買い足してゆけばよく,銀行など

の投資効率が高い｡

(2)顧布サービスなどの方針変更に応
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⑲ 車重妙じて自由に機能を変更できる｡

(3)一書βの機能に障害が生じても,他

の機能に影響を及ばすことなくその弓幾

能だけを抑制することができる｡

(4)基本機能のモジュールが着脱され,

装置としての機能が変化しても装置全

体としての外形はほとんど変わらず,
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2.提供技術

図l モジュラー

型現金自動取引装

置

■関連特許の実施許諾

●特開昭53-9597号

｢現金自動取引装置+

装置言式験方式

本発明は,金融機関で使用される現

金自動取引装置などのための試験方式

に関するものである｡

現金自動1枚引装置を試験する場合,

従来は,装置の後而に設けられた係員

操作パネルからの試験だけが可能であ

り,装置の前面に設けられた顧客操作
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パネルからの試験は不可能であった｡

したがって,極めて保守性に欠けてい

丈二｡

本発明は,このような欠点を解決す

る装置試験方式を提供するものである｡

本発明では,図lに示すように,顧客

操作パネルの押しボタンキー(丑からの

MPU

図l 本発明の要部

ブロック図

キー信号をエンコⅥダ(卦に人力させ,

係員操作パネルの押Lボタンキー④か

らのキー信号をエンコーダてむに入力さ

せ,エンコーダて卦と(彰の出力をオアゲ

ート(9を介してマイクロプロセッサな

どの演算制御回路(軌二入力させる｡顧

客操作パネルと係員操作パネルには…式

験項目設定機能をもたせ,同一機能に

対しそれぞれ同一のコードを演算制寺卸

回路⑥に与えるように構成する｡なお

演算制御回路(軌ま,操作パネルの操作

によって発生したコードをメモリ内に

取り込み,それをメモリ内にあらかじ

め用意した其耶寺値と比較することによ

って,試験動作を実行する機能をもつ

ものである｡

1.特長･効果

顧客操作パネルと係員操作パネルの

両方から同じように試験ができるので,

保守件が非常に向_Lする｡

2.提供技術

▼ 関連特許の実施許諾

●特許第1207638号(特公昭58-37591号)

｢装置試験方式+
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通帳印字装置

本発L州ま,自動灘金機や自動窓口装

置などでの通帳印′i二装吊に関するもの

である｡

通帳印′アの途中で,あるページへの

E｢J字が終了すると二大のページにべージ

伴えを行なう必要が′壬二ずる｡この場合,

従来,通帳はし､ったん装岩さ!三の外に排出

され,推作者によってページ行えされ

た後,#度装置に挿入され,印字に備

えられる｡

しかし,いったん通帳が排｢†_iされる

と,稚作者はこの通帳に関する一連の

処二哩が1こ了したものと誤認し,別の通

帳を装置に挿入することがある｡この

場合,前の通帳に印字すべきデータが

授から挿入された通帳に印字されてL

まう｡

木発明は,このような通帳のぺ"ジ

詐え時での誤記帳の危険作を除去する

もグ)である｡

図1に不発明のf耽略ブロック間をホ

す｡通帳の磁気ストライブに記録され

た通帳識別デ【タ(口座番号)は,読取

器によって読み取られ,レジスタに一

峠格納される｡通帳印′j二:の途中でペー

ジ結えが必要になると,ペニジ伴え検

出器からイt_i号が汁リノされ,印′子:器の印

字動作を中断Lて通帳を装置壬外に排出

するとともに,FF(フリッブフロップ)

をセットするぐ)

その手麦,通帳が再び挿入されると,

読取器でその通帳の通帳識別デ【タが

読み取られる｡二のデ【タは先にレジ

スタに格納されていた通帳識別データ

と比較器で比較される｡

比較の結果,内省の通帳識別データ

が一致したら,一一致信号が印字器に与

えられ,jヰ挿人された通帳への印下が

再開される｡〕一一方,不一致のときは,

不一三枚イ三号が印r鞘謹に与えられ,当該

辿帳への印字動作は中止され,この通

帳は装市外へ排出される｡

1.特長･効果

通帳の誤挿入を自動的に検出でき,

誤記帳がr;ガ止できる｡
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図l 本発明の概略ブロック図

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第l柑9345号(特公昭57一別34

号)

｢通帳印字装置+

システム構成方式

本発明は,2子†以上の中央処理装置

から構成されるシステムのシステム構

成‾方式に関するものである｡

2fiの中央処理装置が,それぞれ独

立なジョブを並行して処理する負荷分

子枚方式で,1子了の中央処理装置に障害

が発生したとき,この障害を速やかに

検出し,短時間のうちに構成機器の切

替えを行なわねばならない｡

本発明以前のシステムでは,1≠‡の

【tl央処王里装置に障害が発生したとき,

オペレータはこの障害を検知し,障害

通信回線

通信回線

通信制御

処理装置

通信制御

処王里装置

中央処理

装 置

システム

監視装置

中央処理

装 置

の中央処理装置で実行されていたジョ

ブを了E常な中央処理装置に移し,関連

する周辺装置を止常な中央処理装置に

切り葬えた後,障害回復処二哩を行なわ

ねばならなかった｡

不発明では,図1にホすように,こ

れら中央処理装置の障子享を監視するシ

ステム監視装置が設けられる｡こグ)シ

ステム監視装置がいずれかの中央処群

装置に障害を検出したとき,他のjt常

な中央処理装置にこの障害が報告され

る〔〕そこで正常な中央処理装置は,障

ファイル

装 置

ファイル

装 置

図l システム構成

吉を起こした小央処f里装置で処理して

いたジョブを,このジョブに関連する資

源(ファイル装置,通信制御処理装乱

通信回線など)とともに引き継いで処理

する｡

卜 特長･効果

(1)中央処理装置の障害検出と構成機

器の切替時間が短縮されるため,中央

処‡里装置に障害が発生してからシステ

ムが正常運i転に戻るまでの時間(システ

ム ダウン何役時間)が知縮され,シス

テム信頼糾寸暮三が向上する｡

(2)オンライン システムの場合,端末

装置側からみると,小央処理装置の障

封二よるシステム ダウンはほとんど貫き

響なく,業務の続行が可能である｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第ほ41391号(特公昭59-14777

号)

｢システム構成方式+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用し､ただいております.ノまたノウハウについてもご相談に応しておりますので.お気軽にお問い合わせください

お問い合わせ先は… 株式せ赴日五製イ亡祈 〒川0東京都千代田区丸の内一丁目5削号(新丸ビル)電話(03)zL4-3114(直通)特許部特許営業グルーフ

80



日立評論 VOL.67 No.7(1985-7)575

汎用超大形プロセッサ"HITAC M-680H･M-682H”

新時代の大形コンピュータシステム

には,ますます大規模化,高性能化,

高信頼化が求められている｡この新し

いシステムづく r)の中核となる超大形

プロセッサ"HITAC M-680打'と,

"HITAC M-682H''を開発した｡

1.主な特長

(1)超高速処理の実現

最新の半導体及び実装技術と,3階

層記憶構成などの超高速論理方式の採

用によr),高速化を実現している｡半

導体は,2,000ゲート及び5,000ゲート

の超高速論理LSI,4万ゲートの超高

集積CMOS LSIを使用している｡

(2)拡張アーキテクチャの採用

31ビットアドレッシング機能と拡張

チャネルシステムを備え,システムス

ループットを向上している｡

(3)段階的なシステムの拡張

HITAC M-680HからHITAC M-682

Hへの設置場所での変更,主記憶容量

の拡張,チャネル数の拡張など,高い拡

張性を備えている｡

(4)高い信頼性

高集積LSIの全面的採用などの高信

根性ハードウェア技術と,RAS機能の

強化により,信束則生を高めている｡

(5)設備条件の改善と操作性の向上

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所コンピュータ事業部)

■■■二

表l 主な仕様

区= HITAC M-680H

のタ十観

項蕃 項 目

仕 様

HlTAC M-680H HITAC M-682H

l 命令実行速度

事 務 処 理
H=‾ACM-280Hの

約2～2.5倍
HITACM-680Hの

約l.7～l.9倍
科 学 技 術 計 算

HITACM-280Hの

約2～3倍

(lAP使用時最大6倍)

2 命 令 プ ロ セ ッ サ 数 l 2

3 主 記 憶 容 量 32～256Mノヾイト 64～256M/ヾイト

4 大容量ワ
ーク記憶容量

lM′ヾイト lMノ(イト

5 バ ッ フ ァ 記 憶 容 量 256kノヾイト 256kバイト×2

6 高 速 演 算 機 構 標準実装 標準実装

7 高 速10 進 演 算 ヰ幾構 //

8 lAP(内蔵アレイプロセッサ) 付加機構 イ寸加機構

9 チ ャ ネ ル
チ ャ ネ ル 数 16-64 32～64

トータルスループット 最大192Mバイト/秒 最大192Mバイト/′秒

10 フ令 却 方 式 強制空冷 強制空冷

注:略語説明IAPいntegrated Array Processor)

H-6585形大容量ディスク駆.動装置

H-6585形大容量磁気ディスク装置

(図1)は,記憶容量50億バイトと従来

のH-8598形に比べて2倍の容量をもつ

世界最大容量の装置である｡

ト 主な!特長

(1)従来機よりトラックピッチの狭小

化を図ることにより,面記録密度を向

上し,1台当たi)50億バイトの容量を

達成した｡

(2)デバイスクロスコール及びダイナ

ミッククロスコールを標準装傭し高い

システムスルー70ットをもっている｡

(3)平均アクセスタイムは17ms,また

データ転送速度は300万バイト/秒で

昏 国 召B

図I H-6585形ディスク駆動装置の外観

ある｡主な仕様を表lに示す｡

なお,H-8538-3形ディスク制御装置

により,本ディスク装置と従来機のH-

表l 主な仕様

形 名 H-65a5
従来装置

H-8598

記憶容量

装 置 当 た り 5′040 2′520

アクチエエータ
l.260 630

(Mバイト) 当 た り

ボリューム当たり l′26(〕 630

アクチュエータ数/装置 4 4

データ転送速度(Mバイト/秒) 3.0 3.0

平 均 シ ー ク 時 間(ms) 17 16

平均回転待 ち 時間(ms) 8.3 8.3

8598形ディスク装置のストリング単位

での混在が可能である｡

(日立製作所 コンピュータ事業部)
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オフィスコンピュータH汀AC L-50/15,25システム

OA(オフィスオートメーション)化

伸展の中で,オフィスコンピュータが

果たす役割は,増大かつ多様化してい

る｡HITAC L-50/15,25システムは,

先に販売を行なっている大規模機L-

70/15,25,45,55及び小規模機L-30/15

に加え,パーソナルな処】空から全社シ

ステムの機寸戒化までを1台でこなせる

中規模機として,従来のL-50/10,20

の機能強化,小形化を図ったものであ

る(図1)｡

1.主な特長

(1)定形事務処理機能に加え,グラフ

､ 毘叩

機能,ワードフロロセッサ機能,パーソ

ナルコンピュータ機能など非定形な処

理も1台で可能である｡

(2)CPU(中央処理装置)本体を14inデ

イス78レイ装置内に収納し,小形,省

スペース化を実現した｡

(3)下位機,上位機とのソフトウェア

互換性を確保した｡

(4)ディスクファイル,データステー

ションの増設による業務の拡張性を確

保した｡また,L-30/15を,データス

テーションとして接続することができ,

経済的なシステムの拡張が可能である｡

(5)ドラフト印字付き漢字シリアルプ

表l 主な仕様

図I HITACし50/′15,25の外観

リンタによる高速印字機能,二つのプ

ログラム(処理)で画面を切り替え利用

する画面切替機能による▲システム出力

機能を強化した｡

(6)チェーンストア協会手順による端

末機能に加え,ホスト機能,DRESS

センタとの即時処理機能など,回線機

能を強化した｡

2.主な仕様

表1に,HITAC L-50/15,25シス

テムの主な仕様を示す｡

(日立製作所 OA事業部)

項番 項 目 H=‾AC L-50/25 HlTAC L-50ハ5
l 磁 気 デ ィ ス ク 65M/ヾイト×最大2 40M′ヾイト×最大2

2 フ ロ ッ ピ ー

デ ィ ス ク
lMバイト×最大Z/ワークステーション

6Mバイト×最大2/マスタステーション
3 記 憶 容 量 ユーザーエリア64kバイト×2
4 最大ワークステーション台数 9 5

5 漢字プリ ンタ印字速度 100行/分,70字/秒(高速時ほ0字/秒)

6 入 出 力 機 器

バーコードリーダ,lDカードリーグ

OCRハンドリーダ,ファクシミリ,

マークシートリーダなど

注:OCR(光学文字読取り装置)
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